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アメリカにおける国際安全保障研究の進展（上）
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一　

は
じ
め
に

　

日
本
で
初
め
て
の
国
家
安
全
保
障
戦
略
が
二
〇
一
三
年
一
二
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
次
の
と
お
り
「
知
的
基
盤
の

強
化
」
が
唱
え
ら
れ
た（（
（

。

国
家
安
全
保
障
に
関
す
る
国
民
的
な
議
論
の
充
実
や
質
の
高
い
政
策
立
案
に
寄
与
す
る
た
め
、
関
係
省
庁
職
員
の
派
遣
等
に
よ
る
高
等
教
育

機
関
に
お
け
る
安
全
保
障
教
育
の
拡
充
・
高
度
化
、
実
践
的
な
研
究
の
実
施
等
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
機
関
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
等
と
政

府
の
交
流
を
深
め
、
知
見
の
共
有
を
促
進
す
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
同
じ
日
に
決
定
さ
れ
た
防
衛
計
画
の
大
綱
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
書
き
こ
ま
れ
た（（
（

。
最
近
で
は
、
国
会
の
内

外
で
安
全
保
障
法
制
の
整
備
を
め
ぐ
る
議
論
が
起
き
て
い
る
。
今
日
、
安
全
保
障
研
究
や
そ
の
教
育
の
重
要
性
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
日
本
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
の
安
全
保
障
研
究
に
着
目
す
る
必
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る（（
（

。

そ
の
理
由
と
し
て
は
次
の
三
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
ア
メ
リ
カ
と
日
本
は
、
安
全
保
障
の
分
野
に
お
い
て
数
多
く

の
共
通
の
脅
威
・
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
第
二
に
、
ア
メ
リ
カ
の
安
全
保
障
研
究
は
、
日
本
の
平
和
と
安
全
に
密
接
な
関
係
を
持

つ
同
盟
国
の
安
全
保
障
政
策
を
理
解
・
評
価
す
る
う
え
で
役
に
立
つ
。
そ
し
て
第
三
に
、
安
全
保
障
研
究
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
に

主
に
ア
メ
リ
カ
で
発
展
し
て
き
た
経
緯
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
政
策
関
連
性
を
重
視
し
た
研
究
の
理
論
や
方
法
の
中
に
は
、

日
本
の
安
全
保
障
研
究
の
発
展
の
た
め
に
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
も
の
が
多
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
安
全
保
障
研
究
の
冷
戦
終
結
か
ら
今
日
に
至
る
学
説
史
は
、
国
内
外
と
も
に
ほ
と
ん
ど
見

当
た
ら
な
い（（
（

。
例
外
的
な
文
献
と
し
て
は
、
ブ
ザ
ン
（Barry Buzan

）
と
ハ
ン
セ
ン
（Lene H

ansen

）
が
二
〇
〇
九
年
に
出
版
し
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た
『
国
際
安
全
保
障
研
究
の
進
展
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る（（
（

。
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
学
派
に
属
し
て
い
る
著
者
は
、
ア
メ
リ
カ
の
伝

統
派
と
は
異
な
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
道
派
・
急
進
派
の
観
点
か
ら
本
書
を
書
い
た
こ
と
を
認
め
て
い
る（（
（

。
伝
統
派
に
属
す
る
ミ
ラ
ー

（Steven M
iller

）
は
、
本
書
と
は
別
に
、
伝
統
派
の
観
点
か
ら
も
学
説
史
が
書
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る（（
（

。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
冷
戦
時
代
に
お
け
る
安
全
保
障
研
究
に
関
す
る
伝
統
派
に
よ
る
学
説
史
を
踏
ま
え
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

国
際
安
全
保
障
研
究
の
、
七
〇
年
代
中
頃
か
ら
今
日
ま
で
の
進
展
を
分
析
す
る
。
そ
の
際
、
学
術
雑
誌
『
国
際
安
全
保
障

（International Security
）』（
以
下
『
Ｉ
Ｓ
』
と
略
記
）
に
焦
点
を
当
て
る
。
学
問
の
発
展
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
制
度
で
あ
る

学
術
雑
誌
は
、
研
究
領
域
を
知
る
う
え
で
も
っ
と
も
直
接
的
な
手
が
か
り
と
な
る（（
（

。
ま
た
、
特
定
の
雑
誌
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に

よ
り
、
研
究
領
域
の
歴
史
が
よ
り
明
確
に
把
握
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
雑
誌
一
誌
だ
け
で
十
分
な
わ
け
で
は
な
い

が
、
ま
ず
は
包
括
的
な
分
析
の
第
一
歩
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

数
多
く
あ
る
雑
誌
か
ら
と
く
に
『
Ｉ
Ｓ
』
に
着
目
す
る
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
一
に
、『
Ｉ
Ｓ
』
は
、「
も
っ
と
も
名
声

の
高
い
伝
統
的
な
安
全
保
障
研
究
の
雑
誌
」
で
あ
り
、
こ
の
研
究
領
域
を
牽
引
し
て
き
た（（
（

。
本
誌
は
、
一
九
九
六
年
か
ら
二
〇
一
四

年
ま
で
の
間
、
毎
年
、
論
文
ご
と
の
平
均
的
な
被
引
用
数
（
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
）
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
国
際
関
係
論
の
分
野
に

お
け
る
雑
誌
の
中
で
も
上
位
五
位
以
上
に
入
っ
て
い
る（（（
（

。

　

第
二
に
、
安
全
保
障
研
究
に
特
化
し
た
初
め
て
の
学
術
雑
誌
な
の
で
、
長
期
的
な
分
析
が
可
能
で
あ
る
。
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の

ア
ー
カ
イ
ブ
Ｊ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
に
よ
り
、
執
筆
時
点
で
は
一
九
七
六
年
夏
季
の
創
刊
号
か
ら
二
〇
一
〇
年
最
後
の
冬
季
号
ま
で
の
論
文

（
往
復
書
簡
や
書
評
論
文
を
含
む
）
の
全
文
テ
キ
ス
ト
が
検
索
可
能
で
あ
っ
た（（（
（

。
後
述
の
と
お
り
、
先
行
研
究
で
は
七
〇
年
代
中
頃
か

ら
国
際
安
全
保
障
研
究
が
発
展
し
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
冷
戦
後
に
ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
き
た
か
を
調
べ
る
の
に

ち
ょ
う
ど
よ
い
対
象
期
間
と
な
る
。
本
誌
は
、
創
刊
号
か
ら
一
貫
し
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ケ
ネ
デ
ィ
行
政
大
学
院
の
科
学
・
国
際
問

題
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
そ
の
後
身
で
あ
る
ベ
ル
フ
ァ
ー
科
学
・
国
際
問
題
研
究
所
で
編
集
さ
れ
て
き
た（（（
（

。
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第
三
に
、『
Ｉ
Ｓ
』
の
研
究
動
向
を
知
る
う
え
で
有
益
な
文
献
が
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
テ
ー
マ
別
に

論
文
を
再
録
し
た
選
集
（International Security Reader

）
が
二
九
巻
、
存
在
し
て
い
る
。
最
近
は
電
子
版
の
論
文
集

（BA
T

CH
ES

）
も
三
巻
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
創
刊
二
五
周
年
に
あ
た
る
二
〇
〇
一
年
夏
季
号
に
は
、
編
集
長
の
ミ
ラ
ー
が
過
去

の
『
Ｉ
Ｓ
』
を
総
括
し
た
総
説
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
た
だ
し
、
編
集
長
に
よ
る
総
括
は
「
身
び
い
き
」
な
見
解
に
な
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る（（（
（

。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
第
二
節
で
、
ブ
ザ
ン
、
ハ
ン
セ
ン
の
『
国
際
安
全
保
障
研
究
の
進
展
』
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
問
題
点
を
明

ら
か
に
す
る
。
次
に
、
第
三
節
で
、
よ
り
古
い
先
行
研
究
を
使
っ
て
、
冷
戦
時
代
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
安
全
保
障
研
究
が
黄
金
期

（
五
〇
年
代
中
頃
～
六
〇
年
代
中
頃
）
か
ら
復
興
期
（
七
〇
年
代
中
頃
～
八
〇
年
代
）
に
か
け
て
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
示
す
。
そ
し

て
、
第
四
節
と
第
五
節
で
、「
何
を
研
究
し
て
い
る
の
か
」（
研
究
対
象
）
と
「
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を
研
究
し
て
い
る
の
か
」（
研
究
手

法
）
の
観
点
か
ら
、
復
興
期
以
降
の
国
際
安
全
保
障
研
究
の
代
表
的
媒
体
と
し
て
『
Ｉ
Ｓ
』
の
変
遷
を
考
察
す
る
。
最
後
に
、
以
上

の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、『
Ｉ
Ｓ
』
以
外
の
学
術
雑
誌
の
こ
と
に
つ
い
て
も
簡
単
に
言
及
し
て

お
く
。

二　

ブ
ザ
ン
、
ハ
ン
セ
ン
『
国
際
安
全
保
障
研
究
の
進
展
』

　
『
国
際
安
全
保
障
研
究
の
進
展
』（
以
下
『
進
展
』
と
略
記
）
は
、「
そ
の
学
問
分
野
の
進
展
を
体
系
的
に
網
羅
し
て
理
解
し
よ
う
と

す
る
初
の
試
み
と
い
う
点
で
画
期
的
な
著
作
」
と
評
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
本
著
作
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で

の
長
い
期
間
を
扱
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
。
共
著
者
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
研
究
拠
点
を
置
く
研
究
者
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
ア
メ
リ

カ
だ
け
で
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
研
究
史
も
分
析
対
象
に
含
め
て
い
る
。
ま
た
、
第
三
章
で
説
明
す
る
五
つ
の
推
進
力
（
大
国
間
政
治
、
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技
術
的
要
請
、
時
局
や
出
来
事
、
学
術
的
論
争
、
お
よ
び
制
度
化
）
と
い
う
枠
組
み
を
使
っ
て
、
研
究
進
展
の
要
因
に
つ
い
て
も
分
析
し

て
い
る
。

　

本
書
の
歴
史
的
記
述
を
要
約
す
れ
ば
、
国
際
安
全
保
障
研
究
は
、
概
ね
次
の
と
お
り
に
進
展
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
ず
、
冷
戦
時

代
は
、
現
実
主
義
的
な
戦
略
研
究
ま
た
は
冷
戦
期
伝
統
主
義
（
第
四
章
）
と
理
想
主
義
的
な
平
和
研
究
（
第
五
章
）
と
が
対
抗
し
て

い
た（（（
（

。
ま
た
、
軍
備
管
理
論
が
部
分
的
に
戦
略
研
究
と
平
和
研
究
の
両
方
に
重
な
る
よ
う
な
形
で
存
在
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
平
和

研
究
は
、
戦
争
や
物
理
的
暴
力
お
よ
び
軍
事
安
全
保
障
に
注
目
す
る
消
極
的
平
和
論
と
、「
人
間
社
会
の
統
合
」、
そ
し
て
六
〇
年
代

末
に
な
る
と
社
会
的
な
不
公
正
と
不
平
等
と
い
う
「
構
造
的
暴
力
」
に
焦
点
を
当
て
る
積
極
的
平
和
論
と
に
分
か
れ
て
い
た
。

　

次
に
、
冷
戦
が
終
結
し
た
後
は
、
ポ
ス
ト
冷
戦
期
伝
統
主
義
（
第
六
章
）
と
拡
大
・
深
化
ア
プ
ロ
ー
チ
（
第
七
章
）
と
が
対
抗
す

る
よ
う
に
な
っ
た（（（
（

。
ポ
ス
ト
冷
戦
期
伝
統
主
義
は
、
消
極
的
平
和
論
や
軍
備
管
理
論
が
戦
略
研
究
に
合
流
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
拡
大
・
深
化
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
積
極
的
平
和
論
か
ら
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
拡
大
（w

idening

）」
と
は

安
全
保
障
の
概
念
を
軍
事
以
外
の
側
面
（
経
済
・
環
境
な
ど
）
に
広
げ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、「
深
化
（deepening

）」
と
は
安
全

保
障
の
概
念
を
国
家
以
外
の
レ
ベ
ル
（
個
人
・
社
会
な
ど
）
に
深
め
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る（（（
（

。
拡
大
・
深
化
ア
プ
ロ
ー
チ
は
多
様

で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
従
来
的
・
批
判
的
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
、
ポ
ス
ト
植
民
地
主
義
、
人
間
の
安
全
保
障
論
、
批
判
的
安

全
保
障
研
究
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
学
派
、
お
よ
び
ポ
ス
ト
構
造
主
義
が
含
ま
れ
て
い
る
（
図
１
参
照
）。

　

し
か
し
、
こ
の
著
作
の
伝
統
主
義
に
関
す
る
記
述
に
は
三
つ
の
問
題
が
あ
る（（（
（

。
問
題
の
一
つ
目
は
、
包
括
的
な
分
析
を
試
み
る
あ

ま
り
、
後
述
の
と
お
り
伝
統
派
の
学
説
史
が
強
調
す
る
、
冷
戦
時
代
に
お
け
る
伝
統
主
義
の
大
き
な
変
化
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言

及
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
テ
ー
マ
を
扱
う
第
四
章
は
、
黄
金
期
の
戦
略
研
究
と
そ
の
衰
退
に
焦
点
を
当
て
て
い
る（（（
（

。
そ
し

て
、
第
六
章
に
お
い
て
、
冷
戦
期
の
戦
略
研
究
、
消
極
的
平
和
論
、
お
よ
び
軍
備
管
理
論
の
統
合
に
よ
り
、
ポ
ス
ト
冷
戦
期
の
伝
統

主
義
が
誕
生
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
説
明
で
は
、
伝
統
主
義
が
変
化
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
冷
戦
終
結
の
頃
と
い
う
こ
と
に
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な
っ
て
し
ま
う（（（
（

。

　

問
題
の
二
つ
目
は
、
伝
統
主
義
を
「
軍
事
・
国
家
中
心
主
義
（m

ilitary-

state centrism

）」
と
狭
く
捉
え
過
ぎ
て
い
る
こ
と
で
あ
る（（（
（

。
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
学
派
に
属
し
て
い
る
本
書
の
共
著
者
は
、
拡
大
・
深
化
ア
プ
ロ
ー
チ
と

い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
さ
せ
る
た
め
に
、「
重
要
な
他
者
」
と
も

い
え
る
批
判
対
象
の
伝
統
主
義
を
戦
略
研
究
と
い
う
狭
い
型
に
押
し
込
ん
で

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（（（
（

。

　

さ
ら
に
、
三
つ
目
の
問
題
と
し
て
は
、
研
究
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う

社
会
学
的
視
点
が
弱
い
こ
と
で
あ
る（（（
（

。
本
文
中
で
図
示
さ
れ
て
い
る
国
際
安

全
保
障
研
究
内
の
諸
陣
営
は
、
学
説
史
を
考
え
る
う
え
で
よ
り
重
要
な
単
位

で
あ
る
、
実
際
に
対
話
が
な
さ
れ
て
い
る
学
者
の
社
会
的
集
団
（
学
界
）
と

は
、
ず
れ
が
生
じ
て
し
ま
っ
て
い
る（（（
（

。
こ
れ
は
、『
進
展
』
が
、
認
識
論
と

方
法
論
の
相
違
が
陣
営
間
の
対
話
に
壁
を
作
っ
て
い
る
点
よ
り
も
安
全
保
障

概
念
の
定
義
の
方
を
重
視
し
て
陣
営
を
整
理
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る（（（
（

。

具
体
的
に
は
、
後
で
述
べ
る
と
お
り
、
ポ
ス
ト
冷
戦
期
伝
統
主
義
に
含
ま
れ

る
と
さ
れ
て
い
る
平
和
研
究
と
、
そ
れ
に
含
ま
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
実
証

主
義
的
な
従
来
的
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
位
置
づ
け
に
問
題
が
あ
る（（（
（

。

図１　冷戦から冷戦後への国際安全保障研究の変化

出典：Barry Buzan and Lene Hansen, The Evolution of International Security Studies (Cambridge 
University Press, 2009), p. 190.

ポスト冷戦期伝統主義

消極的平和 積極的平和

平和研究戦略研究

（冷戦期伝統主義）

軍備管理

拡大・深化アプローチ
従来的・批判的コンストラクティビズム
ポスト植民地主義　人間の安全保障
批判的安全保障研究　フェミニズム
コペンハーゲン学派　ポスト構造主義
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三　

冷
戦
時
代
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
安
全
保
障
研
究

　

安
全
保
障
研
究
が
本
格
的
に
発
展
し
た
の
は
、
冷
戦
時
代
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
で
あ
っ
た（（（
（

。
と
く
に
五
〇
年
代
中
頃
か
ら
六
〇

年
代
中
頃
ま
で
に
か
け
て
、
当
時
、
戦
略
研
究
（strategic studies

（
（（
（

）
あ
る
い
は
国
家
安
全
保
障
問
題
（national security affairs

（
（（
（

）

と
呼
ば
れ
て
い
た
安
全
保
障
研
究
が
発
展
し
た
。
そ
の
後
、
一
時
衰
退
す
る
が
、
七
〇
年
代
後
半
以
降
、
国
際
安
全
保
障
研
究

（international security studies

）
へ
と
変
化
を
遂
げ
て
再
び
発
展
し
た
。
ブ
ザ
ン
と
ハ
ン
セ
ン
の
『
進
展
』
で
は
明
確
な
言
及
は

な
か
っ
た
が
、
伝
統
派
に
よ
る
先
行
研
究
で
は
、
冷
戦
時
代
に
お
け
る
安
全
保
障
研
究
の
発
展
に
は
少
な
く
と
も
二
つ
の
波
が
あ
っ

た
と
す
る
見
方
が
一
般
的
で
あ
る（（（
（

。
そ
し
て
、
冷
戦
終
結
に
伴
い
安
全
保
障
研
究
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
論
争
が
起
き
て
、
そ
の
後
、

ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
伝
統
的
研
究
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
と
す
る
非
伝
統
的
研
究
と
に
分
か
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
本
節
で

は
、
伝
統
派
の
先
行
研
究
に
依
拠
し
て
、
黄
金
期
の
戦
略
研
究
か
ら
冷
戦
終
結
に
伴
う
安
全
保
障
研
究
を
め
ぐ
る
論
争
ま
で
の
研
究

史
を
再
確
認
し
て
お
く
。

　
（
一
）　

黄
金
期
の
戦
略
研
究

　

安
全
保
障
研
究
は
、
冷
戦
期
前
半
に
は
、
戦
略
研
究
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
こ
で
戦
略
と
は
「
政
治
的
目
的
の
た
め

に
軍
事
力
を
使
用
す
る
こ
と
、
ま
た
は
使
用
を
威
嚇
す
る
こ
と
の
術
」
と
定
義
さ
れ
う
る
軍
事
戦
略
の
こ
と
で
あ
る（（（
（

。
戦
略
研
究
は
、

五
〇
年
代
半
ば
か
ら
六
〇
年
代
の
半
ば
に
か
け
て
、
い
わ
ゆ
る
「
黄
金
期
」
を
迎
え
た（（（
（

。

　

黄
金
期
の
最
大
の
特
徴
は
、
新
た
な
核
兵
器
の
時
代
に
お
け
る
戦
略
に
集
中
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
あ
る（（（
（

。
こ
の
時
期
に
お
け

る
研
究
は
、
抑
止
、
限
定
戦
争
、
お
よ
び
軍
備
管
理
と
い
う
相
互
に
関
連
す
る
核
戦
略
の
諸
テ
ー
マ
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
た（（（
（

。
核
兵

器
は
、
戦
争
の
方
法
に
革
命
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
よ
り
、
過
去
の
戦
場
で
の
経
験
に
関
す
る
軍
人
の
知
見
の
重
要
性
を
低
下
さ
せ
、



8

法学研究 89 巻 10 号（2016：10）

軍
事
戦
略
の
形
成
に
お
い
て
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
に
在
籍
す
る
文
民
で
あ
る
専
門
家
の
役
割
を
高
め
た（（（
（

。

　

黄
金
期
の
戦
略
研
究
は
、
政
治
学
者
、
数
学
者
、
物
理
学
者
、
経
済
学
者
、
社
会
学
者
、
お
よ
び
心
理
学
者
な
ど
が
参
画
し
て
、

真
に
学
際
的
で
あ
っ
た（（（
（

。
代
表
的
な
人
物
を
学
問
的
背
景
ご
と
に
列
挙
す
る
と
次
の
と
お
り
と
な
る（（（
（

。
経
済
学
―
シ
ェ
リ
ン
グ

（T
hom

as Schelling

）、
マ
ー
シ
ャ
ル
（A

ndrew
 M

arshall

）、
シ
ュ
レ
シ
ン
ジ
ャ
ー
（Jam

es Schlesinger

）。
物
理
学
―
カ
ー
ン

（H
erm

an K
ahn

）。
数
学
―
ウ
ォ
ル
ス
テ
ッ
タ
ー
（A

lbert W
ohlstetter

）。
政
治
学
―
ブ
ロ
ー
デ
ィ
（Bernard Brodie

）、
キ
ッ

シ
ン
ジ
ャ
ー
（H

enry K
issinger

）。
以
上
の
代
表
的
人
物
は
、
全
員
が
空
軍
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
設
立
さ
れ
た
ラ
ン
ド
研
究

所
の
人
脈
に
属
し
て
い
た（（（
（

。

　

以
上
の
と
お
り
戦
略
研
究
は
学
際
的
で
は
あ
っ
た
が
、
全
体
と
し
て
は
費
用
対
効
果
分
析
や
シ
ス
テ
ム
分
析
な
ど
の
経
済
学
的
な

手
法
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た（（（
（

。
ラ
ン
ド
研
究
所
の
文
民
戦
略
家
の
大
半
は
、
経
済
学
の
専
門
教
育
を
受
け
て
い
た（（（
（

。
ラ
ン
ド
研
究
所

は
、
五
〇
年
代
に
合
理
的
選
択
論
や
ゲ
ー
ム
理
論
の
土
台
を
築
く
な
ど
学
問
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た（（（
（

。
こ
う
し
た
演
繹
的

推
論
に
基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
歴
史
的
な
デ
ー
タ
が
欠
如
し
て
い
た
核
戦
略
の
理
論
化
に
も
好
都
合
だ
っ
た（（（
（

。
た
と
え
ば
、
先
述

の
シ
ェ
リ
ン
グ
が
著
し
た
『
紛
争
の
戦
略
』
は
ゲ
ー
ム
論
的
に
核
戦
略
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
っ
た（（（
（

。

　

戦
略
研
究
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
国
際
関
係
論
の
主
流
と
な
っ
た
リ
ア
リ
ズ
ム
と
共
通
の
国
際
政
治
観
を
土
台
に
し
て
い
た（（（
（

。

す
な
わ
ち
、
①
国
家
が
世
界
政
治
に
お
け
る
唯
一
の
重
要
な
主
体
で
あ
る
、
②
軍
事
的
安
全
保
障
が
政
策
目
標
の
対
象
と
な
る
主
要

な
問
題
で
あ
る
、
お
よ
び
③
軍
事
力
が
優
越
的
な
手
段
で
あ
る
、
と
い
う
基
本
的
な
前
提
に
立
っ
て
い
た（（（
（

。
し
か
し
、
こ
の
時
期
の

戦
略
研
究
で
は
政
策
分
析
が
中
心
で
あ
っ
て
、
国
際
関
係
理
論
が
明
示
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
代
表
的
な
リ

ア
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
（H

ans M
orgenthau

）
で
さ
え
、
戦
略
研
究
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
周
辺
的
な
存
在
で
あ
っ
た（（（
（

。

　

六
〇
年
代
の
中
頃
に
は
、
戦
略
研
究
の
「
停
滞
」
あ
る
い
は
「
衰
退
」
が
始
ま
っ
た
。
衰
退
し
た
理
由
と
し
て
は
、
合
理
的
抑
止

論
の
行
き
詰
ま
り
、
研
究
者
の
世
代
交
代
の
失
敗
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
に
よ
る
反
戦
感
情
の
高
ま
り
、
米
ソ
・
デ
タ
ン
ト
に
よ
る
安
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全
保
障
へ
の
関
心
の
低
下
、
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
経
済
的
地
位
の
低
下
に
よ
る
国
際
政
治
経
済
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る（（（
（

。
ま
た
、
マ
ク
ナ
マ
ラ
（Robert M

cN
am

ara

）
を
長
官
と
す
る
国
防
総
省
に
ラ
ン
ド
関
係
の
研
究
者
の
多
く
が
移
籍
し

た
こ
と
も
あ
り
、
ラ
ン
ド
研
究
所
は
、
非
軍
事
関
連
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
増
や
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た（（（
（

。
そ
し
て
、
七
〇
年

代
に
な
る
と
、
軍
事
問
題
を
研
究
し
て
い
る
経
済
学
者
は
ど
こ
で
も
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た（（（
（

。
他
方
で
、
国
家
安
全
保

障
問
題
と
い
う
、
よ
り
広
い
領
域
に
お
い
て
は
六
〇
年
代
末
か
ら
重
要
な
学
術
的
発
展
も
見
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、
国
家
を
統
一
的

な
合
理
的
行
為
者
と
み
な
す
比
較
的
単
純
な
仮
定
の
代
わ
り
に
、
組
織
理
論
や
官
僚
政
治
モ
デ
ル
な
ど
を
使
っ
て
防
衛
政
策
の
国
内

決
定
過
程
を
分
析
す
る
研
究
や
、
政
策
決
定
者
の
認
識
へ
の
心
理
学
的
概
念
の
適
用
に
よ
る
研
究
な
ど
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た（（（
（

。

　
（
二
）　

復
興
期
の
国
際
安
全
保
障
研
究

　

国
家
安
全
保
障
と
国
際
安
全
保
障
の
い
ず
れ
も
、「
学
問
分
野
（discipline

）
で
は
な
く
、［
研
究
対
象
と
な
る
］
問
題

（problem

）」
を
示
す
名
称
で
あ
る（（（
（

。
安
全
保
障
と
い
う
用
語
は
「
す
で
に
獲
得
さ
れ
た
価
値
が
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
」
を
意
味

し
て
い
る（（（
（

。
国
家
安
全
保
障
は
「
国
家
の
［
核
心
的
価
値
で
あ
る
］
領
土
お
よ
び
諸
制
度
の
保
全
」
な
ど
と
定
義
さ
れ
て
き
た（（（
（

。
ま

た
、
国
際
安
全
保
障
は
、
国
家
安
全
保
障
を
含
み
な
が
ら
も
特
定
国
の
安
全
保
障
の
促
進
の
み
に
焦
点
を
当
て
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン

ス
を
回
避
す
る
と
と
も
に
、
現
代
の
安
全
保
障
問
題
が
国
際
的
な
広
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る（（（
（

。
七
〇
年
代
後
半

以
降
で
は
、
国
際
安
全
保
障
研
究
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
っ
た（（（
（

。

　

国
家
安
全
保
障
問
題
や
国
際
安
全
保
障
研
究
は
、
戦
略
研
究
よ
り
も
広
範
な
問
題
を
分
析
対
象
に
し
て
い
る
。
軍
事
力
は
、
安
全

保
障
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
中
心
的
な
手
段
で
は
あ
る
が
、
唯
一
の
手
段
で
は
な
い
。
安
全
保
障
研
究
に
含
ま
れ
る
が
戦

略
研
究
に
は
含
ま
れ
な
い
研
究
対
象
と
し
て
は
、
戦
争
原
因
や
安
全
保
障
と
経
済
と
の
関
係
と
い
っ
た
理
論
的
な
問
題
や
、
安
全
保

障
の
非
軍
事
的
側
面
な
ど
が
あ
る（（（
（

。
要
す
る
に
、
研
究
対
象
と
な
る
問
題
の
範
囲
か
ら
、［
国
際
安
全
保
障
研
究
］
⊃
［
国
家
安
全
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保
障
問
題
］
⊃
［
戦
略
研
究
］
と
い
う
関
係
が
一
般
的
に
成
り
立
っ
て
い
る
（
こ
こ
で
［
Ｘ
］
⊃
［
Ｙ
］
は
「
Ｘ
は
Ｙ
を
含
む
」
と
い
う

意
味
で
あ
る（

（（
（

）。

　

学
術
的
な
安
全
保
障
研
究
に
つ
い
て
は
、
学
問
分
野
の
一
つ
で
あ
る
政
治
学
が
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
き
た（（（
（

。
そ
し
て
、
一
般

的
に
は
、
政
治
学
の
一
領
域
（field

）
で
あ
る
国
際
関
係
論
（International Relations: IR

）
の
、
さ
ら
に
下
位
に
あ
る
領
域

（subfield
）
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る（（（
（

。
こ
う
し
た
位
置
づ
け
は
、
政
治
学
や
国
際
関
係
論
自
体
が
他
の
学
問
分
野
か

ら
理
論
や
研
究
方
法
を
比
較
的
自
由
に
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う（（（
（

。

　

さ
て
、
デ
タ
ン
ト
後
退
か
ら
新
冷
戦
に
か
け
て
、
国
際
安
全
保
障
研
究
が
活
発
化
し
た
。
ウ
ォ
ル
ト
（Stephen W

alt

）
は
、
一

九
九
一
年
の
論
文
「
安
全
保
障
研
究
の
復
興
（
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
）」（
以
下
「
復
興
」
論
文
と
略
記
）
の
中
で
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
に
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
新
し
い
特
徴
を
い
く
つ
か
指
摘
し
て
い
る（（（
（

。
そ
れ
ら
の
特
徴
は
、
本
稿
な
り
に
研
究
対
象
と
研
究
手
法
の
二
つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
整
理
す
る
と
次
の
と
お
り
と
な
る
。

　

ま
ず
、
研
究
対
象
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
特
徴
が
あ
る（（（
（

。
第
一
に
、
新
し
い
分
析
手
法
や
経
験
的
デ
ー
タ
に
基
づ
く
核
兵
器
政
策

に
関
す
る
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
二
に
、
研
究
対
象
と
し
て
、
通
常
兵
器
に
よ
る
戦
争
の
問
題
に
も
焦
点
が
当
て
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
三
に
、
冷
戦
末
期
に
戦
略
的
優
先
事
項
の
再
考
を
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
大
戦
略
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

　

次
に
、
研
究
手
法
に
関
す
る
特
徴
も
三
つ
あ
る（（（
（

。
第
一
に
、
比
較
事
例
研
究
の
方
法
な
ど
に
よ
る
、
歴
史
を
活
用
す
る
実
証
的
な

研
究
が
盛
ん
に
な
っ
た（（（
（

。
第
二
に
、
心
理
学
や
組
織
理
論
、
歴
史
研
究
に
依
拠
し
て
、
黄
金
期
に
発
展
し
た
合
理
的
抑
止
理
論
へ
の

挑
戦
が
な
さ
れ
た（（（
（

。
第
三
に
、
国
際
シ
ス
テ
ム
の
構
造
に
焦
点
を
当
て
る
新
し
い
リ
ア
リ
ズ
ム
（
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
）
な
ど
の
国
際

関
係
理
論
を
使
っ
て
、
安
全
保
障
問
題
を
分
析
す
る
研
究
が
増
加
し
た（（（
（

。

　

ウ
ォ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
復
興
の
背
景
に
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
終
結
、
デ
タ
ン
ト
の
崩
壊
、
デ
ー
タ
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
、
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専
門
の
出
版
物
の
増
加
、
資
金
援
助
（
と
く
に
大
学
に
お
け
る
研
究
所
の
設
置
）、
お
よ

び
社
会
科
学
の
規
準
や
目
的
の
受
容
が
あ
っ
た
と
い
う（（（
（

。
こ
の
よ
う
な
進
展
の
中
で
、

シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
代
わ
っ
て
一
般
の
大
学
が
安
全
保
障
研
究
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割

を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た（（（
（

。

　

冷
戦
時
代
に
お
け
る
黄
金
期
と
復
興
期
の
安
全
保
障
研
究
の
相
違
点
に
関
す
る
ウ
ォ

ル
ト
の
指
摘
を
ま
と
め
る
と
表
１
の
と
お
り
と
な
る
。

　
（
三
）　

安
全
保
障
研
究
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
論
争

　

冷
戦
末
期
に
な
っ
て
、
研
究
対
象
や
理
論
・
方
法
論
な
ど
の
安
全
保
障
研
究
の
あ
り

方
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
機
運
が
高
ま
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
こ
の
研
究
領
域

へ
の
社
会
的
関
心
や
資
金
助
成
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
て
い
た（（（
（

。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
身
の
ハ

フ
テ
ン
ド
ー
ン
（H

elga H
aftendorn

）
は
、
国
際
関
係
学
会
（
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
一
九
九
〇
年

大
会
で
の
会
長
就
任
演
説
に
お
い
て
、「
学
術
的
領
域
と
し
て
の
安
全
保
障
研
究
は
明

確
化
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
」
と
訴
え
た（（（
（

。

　

こ
の
よ
う
な
要
請
に
対
し
て
、
安
全
保
障
研
究
の
今
後
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
論
争
が

起
き
た（（（
（

。
一
方
で
、
冷
戦
後
の
新
し
い
国
際
環
境
に
合
わ
せ
て
研
究
対
象
を
拡
大
す
る

と
と
も
に
研
究
手
法
を
多
様
化
す
べ
き
と
主
張
す
る
人
び
と
（
革
新
派
）
が
い
た（（（
（

。
そ

の
後
、
そ
う
し
た
革
新
的
な
主
張
に
基
づ
く
非
伝
統
的
な
安
全
保
障
研
究
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
を
中
心
に
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た（（（
（

。
そ
の
た
め
、
伝
統
的
な
安
全
保
障
研
究
も
含
め

表１　冷戦時代のアメリカにおける安全保障論の進展

研究対象 研究手法 主要な
研究機関

平和研究
との関係

黄金期
50 年代中頃〜
　60 年代中頃

核兵器政策 ゲーム理論への依存
合理的行為者の仮定

シンクタンク
（文民戦略家）

分離

復興期
70 年代中頃〜
　80 年代

核兵器政策
通常戦争
米国の大戦略

歴史・事例研究の活用
合理性仮定への挑戦
国際関係理論の適用

大学
（学者）

部分的収斂

出典：次の文献を参照して筆者作成。Stephen M. Walt, “The Renaissance of Security Studies,” 
International Studies Quarterly, 35-2 (June 1991), pp. 211-239.
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て
全
体
的
に
研
究
史
を
捉
え
る
必
要
が
出
て
き
た（（（
（

。
そ
こ
で
書
か
れ
た
の
が
、
ブ
ザ
ン
と
ハ
ン
セ
ン
の
共
著
『
進
展
』
な
の
で
あ
る
。

　

他
方
で
、
伝
統
的
な
安
全
保
障
研
究
の
継
続
に
こ
だ
わ
る
人
び
と
（
伝
統
派
）
は
、
八
〇
年
代
の
国
際
安
全
保
障
研
究
の
充
実
ぶ

り
を
顕
示
す
る
と
と
も
に
、
安
全
保
障
の
軍
事
的
側
面
や
国
家
戦
略
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
ウ
ォ
ル
ト
の
「
復

興
」
論
文
は
、
安
全
保
障
研
究
を
「
軍
事
力
の
威
嚇
、
行
使
、
お
よ
び
管
理
の
研
究
」
と
定
義
し
う
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
安
全

保
障
研
究
は
、
政
策
問
題
に
焦
点
を
当
て
、「
軍
事
ド
ク
ト
リ
ン
と
戦
略
、
国
政
術
の
手
段
（
例
、
抑
止
）、
ま
た
は
軍
備
の
規
模
や

性
質
な
ど
、
国
家
の
指
導
者
に
よ
っ
て
統
制
で
き
る
概
念
」
に
焦
点
を
当
て
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
と
し
て
い
る（（（
（

。
前
節
で
指
摘
し

た
と
お
り
ブ
ザ
ン
と
ハ
ン
セ
ン
の
『
進
展
』
が
伝
統
主
義
を
軍
事
・
国
家
中
心
主
義
と
特
徴
づ
け
た
の
は
、
彼
ら
が
主
に
依
拠
し
て

い
た
「
復
興
」
論
文
の
影
響
が
大
き
い
。
た
だ
し
、
冷
戦
時
代
に
お
け
る
安
全
保
障
研
究
の
変
化
に
着
目
し
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、

「
復
興
」
論
文
も
、
革
新
派
と
の
対
抗
上
、
あ
え
て
軍
事
と
国
家
を
前
面
に
出
し
て
強
調
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
ウ
ォ
ル
ト
は
、
安
全
保
障
研
究
に
お
け
る
潜
在
的
な
問
題
と
し
て
、
短
期
的
な
政
策
分
析
に
集
中
し
て
し
ま
う
こ
と
と
と

も
に
、
重
要
な
現
実
世
界
の
問
題
に
関
連
性
を
持
た
な
い
よ
う
な
純
粋
な
学
術
的
活
動
を
行
う
こ
と
を
挙
げ
た
。
そ
し
て
、
認
識
論

の
観
点
か
ら
は
、
と
く
に
ポ
ス
ト
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
強
い
警
告
を
発
し
て
い
る
。「
世
界
政
治
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
な

価
値
が
あ
る
こ
と
を
ま
だ
示
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
業
績
は
ほ
と
ん
ど
が
批
判
で
あ
っ
て
、
あ
ま
り
理
論
的
で
は
な
い
」
と
、
ポ

ス
ト
実
証
主
義
的
な
研
究
の
有
効
性
自
体
を
否
定
し
て
い
る（（（
（

。

　

方
法
論
の
観
点
か
ら
は
、
数
理
的
モ
デ
ル
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の
長
所
を
認
め
つ
つ
最
近
の
研
究
成
果
に
関
し
「
重
要
な
国
家

安
全
保
障
問
題
を
解
明
す
る
能
力
は
期
待
は
ず
れ
で
あ
る
」
と
断
言
し
て
い
る（（（
（

。
他
方
で
、
異
な
る
方
法
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
間
の
対

話
を
増
や
す
こ
と
を
提
唱
し
、
そ
の
対
話
の
相
手
の
一
例
と
し
て
、
紛
争
に
関
す
る
定
量
的
研
究
（
平
和
研
究
）
を
取
り
上
げ
て
い

る
。

　

な
お
、
ウ
ォ
ル
ト
は
、
安
全
保
障
研
究
と
平
和
研
究
（peace research

）
が
徐
々
に
収
斂
し
は
じ
め
て
き
た
こ
と
も
指
摘
し
て
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い
る（（（
（

。
平
和
研
究
は
、
現
実
主
義
的
な
戦
略
研
究
に
対
抗
し
て
、
理
想
主
義
的
な
観
点
か
ら
大
規
模
な
暴
力
の
原
因
や
影
響
や
平
和

の
条
件
を
解
明
し
よ
う
と
し
て
き
た（（（
（

。
ア
メ
リ
カ
の
平
和
研
究
は
、
紛
争
解
決
に
関
す
る
行
動
科
学
的
研
究
が
主
流
で
あ
っ
た（（（
（

。
研

究
方
法
と
し
て
は
、
数
理
的
理
論
（form

al theory

）
と
計
量
的
研
究
に
比
重
を
置
い
て
い
た（（（
（

。

　

さ
て
、
一
九
九
九
年
よ
り
ケ
ネ
デ
ィ
行
政
大
学
院
教
授
で
あ
る
ウ
ォ
ル
ト
は
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
は
『
Ｉ
Ｓ
』
編
集
委
員
会
の
共

同
委
員
長
も
務
め
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
安
全
保
障
研
究
の
ご
意
見
番
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る（（（
（

。
彼
の
「
復
興
」
論
文
も
し

ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
お
り（（（
（

、
伝
統
派
の
主
流
的
見
解
を
代
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
伝
統
的
な
国
際
安
全
保
障
研
究
が
冷
戦
後
に
ど
の
よ
う
に
進
展
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
伝
統
派
の
著
者
に
よ
る
総
説
は
存

在
し
な
い（（（
（

。
そ
こ
で
、
以
下
、
伝
統
派
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
的
な
雑
誌
『
Ｉ
Ｓ
』
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ
の
研
究
対
象
と
研
究
手

法
を
考
察
し
て
い
く
。

（
1
）　
「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
七
日
、
国
家
安
全
保
障
会
議
決
定
・
閣
議
決
定
（
防
衛
省
編
『
防
衛
白
書
』
平
成

二
六
年
版
、
日
経
印
刷
、
二
〇
一
四
年
、
三
七
八
―
三
八
七
頁
に
所
収
）。

（
2
）　
「
平
成
26
年
度
以
降
に
係
る
防
衛
計
画
の
大
綱
に
つ
い
て
」
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
七
日
、
国
家
安
全
保
障
会
議
決
定
・
閣
議
決
定

（
防
衛
省
編
『
防
衛
白
書
』
平
成
二
六
年
版
、
三
八
八
―
三
九
五
頁
）。

（
3
） 

本
稿
で
は
、
戦
略
研
究
、
国
家
安
全
保
障
問
題
、
お
よ
び
国
際
安
全
保
障
研
究
の
総
称
と
し
て
、「
安
全
保
障
研
究
（security 

studies

）」
と
い
う
用
語
を
使
う
。

（
4
）
次
の
文
献
は
、
内
戦
や
民
族
紛
争
に
関
す
る
九
〇
年
代
の
研
究
に
詳
し
い
。
西
村
め
ぐ
み
「
国
際
安
全
保
障
研
究
―
視
角
と
課
題
」

『
国
際
政
経
』
第
七
巻
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
、 

一
六
一
―
一
六
七
頁
。
戦
略
研
究
の
過
去
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
が
あ
る
が
、
九
〇

年
代
と
〇
〇
年
代
の
説
明
は
そ
れ
ぞ
れ
一
段
落
ず
つ
し
か
な
い
。
奥
山
真
司
「
戦
略
研
究
の
過
去
・
現
在
・
未
来
―
英
米
圏
の
議
論
を
中

心
に
」『
戦
略
研
究
』
第
一
四
号
、
二
〇
一
四
年
、
五
九
―
七
七
頁
。
最
近
の
戦
略
研
究
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
。
石
津
朋
之

「
戦
略
研
究
の
最
先
端
―
英
米
に
お
け
る
現
状
と
課
題
」
防
衛
研
究
所
、
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
・
メ
モ
、
二
〇
〇
九
年
四
月
、w

w
w

.nids.
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、
二
〇
一
六
年
五
月
二
六
日
ア
ク
セ
ス
。

（
5
）　Barry Buzan and Lene H

ansen, T
he E

volution of International Security Studies (Cam
bridge U

niversity Press, 
2009). 

（
6
）　Ibid., p. x.

（
7
）　Steven E. M

iller, 

“The H
egem

onic Illusion? T
raditional Strategic Studies in Context,

” Security D
ialogue, 41-6 

(D
ecem

ber 2010), pp. 639-648.

（
8
）O

le W
æ

ver, 

“The Sociology of a N
ot So International D

iscipline: A
m

erican and European D
evelopm

ents in Inter
national Relations,

” p. 697, International O
rganization, 52-4 (A

utum
n 1998), pp. 687-727.

（
9
）　B

uzan and H
ansen, T

he E
volution, p. 194. 

同
様
の
見
解
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
。Stephen M

. W
alt, 

“The Renaissance of Security Studies,

” pp. 216-217, International Studies Q
uarterly, 35-2 (June 1991), pp. 211-239.

（
10
）　

首
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
こ
と
も
九
回
あ
っ
た
。Sean M

. Lynn-Jones, 

“International Security Ranks First in the 2014 
Im

pact Factor Rankings,
” A

nnouncem
ent, International Security Program

, Belfer Center for Science and 
International A

ffairs, H
arvard K

ennedy School, June 23, 2015, http://belfercenter.ksg.harvard.edu/
publication/25478/em

international_securityem
_ranks_first_in_the_2014_im

pact_factor_rankings.htm
l, accessed on 

Septem
ber 3, 2015.

（
11
）　

検
索
の
際
は
、
詳
細
検
索
ペ
ー
ジ
で
、
①
全
文
テ
キ
ス
ト
を
選
択
し
、
②
項
目
種
別
で
は
論
文
と
書
評
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
、
お
よ

び
③
「
“International Security

”」
と
二
重
引
用
符
付
で
刊
行
物
名
を
指
定
し
た
。
Ｊ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
詳
細
検
索
ペ
ー
ジ
、http://w

w
w

.
jstor.org/action/show

A
dvancedSearch

、
二
〇
一
六
年
七
月
二
四
日
ア
ク
セ
ス
。

（
12
）　Steven E. M

iller, 

“International Security at T
w

enty-Five: From
 O

ne W
orld to A

nother,

” p. 6, International 
Security (hereafter referred to as IS), 26-1 (Sum

m
er 2001), pp. 5-39.

（
13
）　Ibid.

こ
の
論
文
は
、『
Ｉ
Ｓ
』
論
文
の
み
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
が
、
伝
統
派
の
観
点
か
ら
の
冷
戦
後
の
安
全
保
障
研
究
史
が
な
い

状
況
で
、
少
な
く
と
も
九
〇
年
代
の
研
究
動
向
や
そ
れ
以
前
か
ら
の
継
続
性
や
変
化
を
調
べ
る
う
え
で
の
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

次
の
文
献
紹
介
を
参
照
。
芝
崎
厚
士
「
国
際
問
題
文
献
紹
介 

国
際
安
全
保
障
研
究
の
二
五
年
」『
国
際
問
題
』
第
五
〇
六
号
、
二
〇
〇
二
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年
五
月
、
八
一
―
八
三
頁
。

（
14
）　

現
在
も
編
集
長
を
務
め
て
い
る
ミ
ラ
ー
は
、
大
学
院
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
一
九
七
九
年
に
同
誌
に
関
わ
り
始
め
た
と
い
う
経
歴

を
有
し
て
い
る
。M

iller, 

“International Security,

” p. 38.

（
15
）　J. Peter Burgess, 

“Editorʼs N
ote,

” p. 587, Security D
ialogue, 41-6 (D

ecem
ber 2010), pp. 587-588. 

（
16
）　Buzan and H

ansen, T
he E

volution, p. 105 (Figure 5.1.).

（
17
）　Ibid., p. 190 (Figure 7.1.).　

（
18
）　Ibid., pp. 135-136, 188. 

安
全
保
障
概
念
の
拡
大
・
深
化
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
も
参
照
。Barry Buzan, People, States and 

Fear: A
n A

genda for International Security Studies in the Post-Cold W
ar E

ra, 2nd ed. (N
ew

 Y
ork: H

arvester 
W

heatsheaf, 1991).

（
19
）　

本
書
を
め
ぐ
る
論
争
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
。Special Section on T

he E
volution of International Security 

Studies, Security D
ialogue, 41-6 (D

ecem
ber 2010), pp. 587-667. 

山
崎
元
泰
「
書
評 Barry Buzan and Lene H

ansen, T
he 

E
volution of International Security Studies

」『
国
際
安
全
保
障
』
第
三
八
巻
第
二
号
、
二
〇
一
〇
年
九
月
、
一
一
九
―
一
二
二
頁
。

（
20
）　Buzan and H

ansen, T
he E

volution, p. 7. 

以
下
の
文
献
は
、
著
者
が
一
人
重
な
っ
て
い
る
が
、
冷
戦
時
代
に
お
け
る
戦
略
研

究
の
変
化
に
よ
り
多
く
の
関
心
を
払
っ
て
い
る
。O

le W
æ

ver and Barry Buzan, 

“After the Return to T
heory: T

he Past, 
Present, and Future of Security Studies,

” A
lan Collins ed., C

ontem
porary Security Studies, 2nd ed. (O

xford 
U

niversity Press, 2010), pp. 463-483. 

（
21
）　

こ
の
本
の
目
的
の
一
つ
は
、「
冷
戦
終
結
の
結
果
す
べ
て
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
、
拡
大
ア
プ
ロ
ー
チ
が
突
然
出
現
し
た
と
い
う
、

明
ら
か
な
『
一
九
九
〇
年
前
後
』
の
構
造
が
Ｉ
Ｓ
Ｓ
［
国
際
安
全
保
障
研
究
］
に
あ
る
と
い
う
幻
想
を
壊
す
こ
と
」
で
あ
る
と
い
う
。

Buzan and H
ansen, T

he E
volution, p. x. 

こ
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
冷
戦
後
期
の
安
全
保
障
研
究
に
言
及
し
て
い
な
い
第
四
章
は
、

平
和
研
究
か
ら
発
展
し
て
き
た
拡
大
・
深
化
ア
プ
ロ
ー
チ
に
触
れ
て
い
る
第
五
章
ほ
ど
は
成
功
し
て
い
な
い
。

（
22
）　Ibid., pp. 187, 162-164. 

（
23
）　M

iller, 

“The H
egem

onic Illusion?

” pp. 642-645.

（
24
）　O

le W
æ

ver, 

“Tow
ards a Political Sociology of Security Studies,

” Security D
ialogue, 41-6 (D

ecem
ber 2010), pp. 
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（
25
）　
『
進
展
』
は
、
安
全
保
障
研
究
の
推
進
力
の
一
つ
で
あ
る
制
度
化
と
し
て
、
教
科
書
、
学
術
雑
誌
な
ど
の
出
版
物
や
研
究
大
会
の
重

要
性
は
指
摘
し
て
い
る
。Buzan and H

ansen, T
he E

volution, pp. 60-65.
（
26
）　
『
進
展
』
は
、
各
ア
プ
ロ
ー
チ
の
認
識
論
や
方
法
論
に
着
目
し
て
は
い
る
が
、
補
完
的
な
位
置
づ
け
し
か
与
え
て
い
な
い
。
な
お
、

国
際
安
全
保
障
研
究
が
相
互
に
対
話
の
な
い
複
数
の
陣
営
に
分
裂
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
指
摘
し
て
い
る
。Ibid., pp. 32-38, 57-58, 

164-165, 185, 260-261, 263-264.

（
27
）　
『
進
展
』
は
、
一
方
で
、
戦
略
研
究
と
合
流
し
た
の
は
消
極
的
平
和
論
の
方
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
他
方
で
、
戦
略
研
究
と
平
和
研

究
が
内
容
的
に
収
束
し
や
す
い
テ
ー
マ
の
例
と
し
て
、
核
拡
散
と
と
も
に
、
積
極
的
平
和
論
・
リ
ベ
ラ
ル
平
和
研
究
の
流
れ
を
く
む
民
主

的
平
和
論
を
挙
げ
て
い
る
。Ibid., pp. 119-123, 157, 222 (Figure 7.3).

（
28
）　

ア
メ
リ
カ
の
安
全
保
障
研
究
の
起
源
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
。D

avid Ekbladh, 

“Present at the Creation: Edw
ard 

M
ead Earle and the D

epression-Era O
rigins of Security Studies,

” IS, 36-3 (W
inter 2011), pp. 107-141; D

avid A
. 

Baldw
in, 

“Security Studies and the End of the Cold W
ar,

” pp. 119-120, W
orld Politics, 48-1 (O

ctober 1995), pp. 117-
141. 

第
二
次
世
界
大
戦
前
で
は
、
軍
事
に
関
す
る
学
術
研
究
は
主
に
軍
事
史
や
外
交
史
の
分
野
で
行
わ
れ
て
い
た
。W

alt, 

“The 
Renaissance,

” p. 213.

（
29
）　

戦
略
研
究
の
歴
史
に
関
す
る
主
要
な
文
献
は
次
の
と
お
り
。Colin S. Gray, Strategic Studies: A

 Critical A
ssessm

ent 
(hereafter referred to as Strategic Studies) (W

estport: Greenw
ood Press, 1982); Colin S. Gray, Strategic Studies and 

P
ublic P

olicy: T
he A

m
erican E

xperience (hereafter referred to as P
ublic P

olicy) (T
he U

niversity Press of 
K

entucky, 1982); M
arc T

rachtenberg, H
istory and Strategy (Princeton U

niversity Press, 1991), especially ch. 1.  

奥

山
「
戦
略
研
究
の
過
去
・
現
在
」。 

（
30
）　

国
家
安
全
保
障
問
題
の
歴
史
に
関
す
る
主
要
な
文
献
は
次
の
と
お
り
。Gene M

. Lyons and Louis M
orton, Schools for 

Strategy: E
ducation and R

esearch in N
ational Security A

ffairs (N
ew

 Y
ork: Frederick A

. Praeger, 1965); P. G. Bock 
and M

orton Berkow
itz, 

“Review
: T

he Em
erging Field of N

ational Security,

” W
orld Politics, 19-1 (O

ctober 1966), 
pp. 122-136; Richard Sm

oke, 

“National Security A
ffairs,

” Fred I. Greenstein and N
elson W

. Polsby, eds., H
andbook 
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of Political Science, 8 (Reading, M
A

: A
ddison-W

esley, 1975), pp. 247-362. 

ア
メ
リ
カ
の
社
会
科
学
研
究
評
議
会
は
、
一
九
五

六
年
に
国
家
安
全
保
障
政
策
研
究
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
“Historical T

im
eline,

” The Social Science Research Council,  
http://w

w
w

.ssrc.org/about/historical-tim
eline/, accessed on M

ay 13, 2016; Baldw
in, 

“Security Studies,

” p. 122.

（
31
）　W

alt, 

“The Renaissance

”; Joseph S. N
ye, Jr. and Sean M

. Lynn-Jones, 

“International Security Studies: A
 Report 

of a Conference on the State of the Field,

” IS, 12-4 (Spring 1988), pp. 5-27; Richard K
. Betts, 

“Should Strategic 
Studies Survive?

” (hereafter referred to as 

“Strategic Studies

”), W
orld Politics, 50-1 (O

ctober 1997), pp. 7-33. 

な
お
、

グ
レ
イ
や
、
彼
の
見
解
を
受
け
入
れ
た
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
は
、
一
九
四
五
年
と
翌
年
を
最
初
の
波
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
安
全
保
障
研
究
を

広
く
捉
え
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
、
一
九
四
五
年
か
ら
の
一
〇
年
間
に
も
注
目
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
安
全
保
障
研
究
は
、
安
全
保
障

と
い
う
価
値
の
相
対
化
、
非
軍
事
的
手
段
の
重
要
視
、
慎
重
な
軍
事
政
策
、
お
よ
び
国
内
問
題
へ
の
関
心
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

冷
戦
後
の
安
全
保
障
研
究
に
と
っ
て
最
も
参
考
に
な
る
と
主
張
し
て
い
る
。Gray, Strategic Studies, p. 15; Gray, Public Policy, 

p. 8; N
eta Craw

ford, 

“Once and Future Security Studies,

” p. 289, Security Studies, 1-2 (W
inter 1991), pp. 283-316; 

Baldw
in, 

“Security Studies,

” pp. 121-123.

（
32
）　Gray, Public Policy, p. 5. 

次
の
文
献
も
参
照
。H

edley Bull, 

“Strategic Studies and Its Critics,

” p. 593, W
orld 

Politics, 20-4 (July 1968), pp. 593-605.

（
33
）　Gray, Strategic Studies, p. 15; Gray, Public Policy, pp. 45-58.

（
34
）　

冷
戦
前
期
の
ア
メ
リ
カ
の
核
政
策
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
。Law

rence Freedm
an, T

he E
volution of N

uclear 
Strategy, 3rd ed. (H

oundm
ills: Palgrave M

acm
illan, 2003), Sections 1-6. 

梅
本
哲
也
『
核
兵
器
と
国
際
政
治
―
１
９
４
５-

１

９
９
５
』
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九
九
六
年
、
第
二
章
。

（
35
）　Bull, 

“Strategic Studies,

” pp. 594, 605; Gray, Public Policy, chs. 4-6; N
ye and Lynn-Jones, 

“International 
Security Studies,

” fn. 10-12; W
alt, 

“The Renaissance,

” p. 214.

（
36
）　Bull, 

“Strategic Studies,

” pp. 594-596; Bock and Berkow
itz, 

“Review
,

” p. 122; T
rachtenberg, H

istory and Strategy, 
pp. 11-12; Betts, 

“Strategic Studies,

” p. 14.

（
37
）　Sm

oke, 

“National Security A
ffairs,

” p. 290; Bock and Berkow
itz, 

“Review
,

” p. 136; Betts, 

“Strategic Studies,

” p. 
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（
38
）　W

alt, 

“The Renaissance,

” fn. 9. 

黄
金
期
の
古
典
的
文
献
に
つ
い
て
は
、
次
を
参
照
。Ibid., p. 214; N

ye and Lynn-Jones, 

“International Security Studies,

” fn. 10.
（
39
）　

ア
レ
ッ
ク
ス
・
ア
ベ
ラ
『
ラ
ン
ド
―
世
界
を
支
配
し
た
研
究
所
』
牧
野
洋
訳
、
文
藝
春
秋
、
二
〇
〇
八
年
、
付
録
「
世
界
を
動
か
し

た
ラ
ン
ド
の
人
脈
」。

（
40
）　Sm

oke, 

“National Security A
ffairs,

” p. 290; T
rachtenberg, H

istory and Strategy, 12-15; Freedm
an, T

he E
volution 

of N
uclear Strategy, ch. 12. 

ブ
ロ
ー
デ
ィ
は
、
一
九
四
九
年
の
論
文
に
お
い
て
、
安
全
保
障
の
強
化
と
い
う
目
的
の
た
め
に
最
も
効

率
的
な
資
源
の
利
用
を
考
え
る
う
え
で
有
益
で
あ
る
と
し
て
、
経
済
学
に
期
待
し
て
い
た
。Bernard Brodie, 

“Strategy as a 
Science,

” p. 478, W
orld Politics, 1-4 (July 1949), pp. 467-488. 

黄
金
期
に
お
い
て
、
国
家
安
全
保
障
政
策
に
対
し
て
経
済
学
が

貢
献
し
う
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
分
野
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
。Charles J. H

itch, 

“National Security Policy as a Field 
for Econom

ics Research,
” W

orld Politics, 12-3 (A
pril 1960), pp. 434-452.

（
41
）　Bernard Brodie, 

“Why W
ere W

e So (Strategically) W
rong?

” p. 157, Foreign Policy, 5 (W
inter 1971-1972), pp. 

151-161; Betts, 

“Strategic Studies,
” p. 12. 

た
だ
し
、
経
済
学
者
た
ち
は
、
個
人
的
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
な
っ
た
り
、
ラ
ン
ド
研

究
所
や
ワ
シ
ン
ト
ン
に
移
っ
た
り
し
て
、
戦
略
研
究
を
行
っ
た
。
よ
っ
て
、
そ
れ
が
経
済
学
の
一
領
域
に
な
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

Lyons and M
orton, Schools for Strategy, ch. 3; Betts, 

“Strategic Studies,

” p. 24.

（
42
）　

ア
ベ
ラ
『
ラ
ン
ド
』
七
〇
―
八
一
頁
。

（
43
）　W

alt, 

“The Renaissance,

” pp. 214-215; Betts, 
“Strategic Studies,

” p. 14.

（
44
）　

ト
ー
マ
ス
・
シ
ェ
リ
ン
グ
『
紛
争
の
戦
略
―
ゲ
ー
ム
理
論
の
エ
ッ
セ
ン
ス
』
河
野
勝
訳
、
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
八
年 [T

hom
as C. 

Schelling, T
he Strategy of Conflict (H

arvard U
niversity Press, 1960)]

。
シ
ェ
リ
ン
グ
は
、
こ
の
著
作
の
研
究
で
二
〇
〇
五
年

に
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
同
右
、
iii
頁
。

（
45
）　Gray, Public Policy, pp. 33, 188; N

ye and Lynn-Jones, 
“International Security Studies,

” p. 8; Craw
ford, 

“Once 
and Future Security Studies,

” pp. 291-293. 

（
46
）　

ロ
バ
ー
ト
・
Ｏ
・
コ
ヘ
イ
ン
、
ジ
ョ
セ
フ
・
Ｓ
・
ナ
イ
『
パ
ワ
ー
と
相
互
依
存
』
滝
田
賢
治
監
訳
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
二
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年 [Robert O
. K

eohane, Joseph S. N
ye, Pow

er and Interdependence, 3rd ed. N
ew

 Y
ork: Longm

an, 2001]

、
第
二
章
。

（
47
）　Gray, Public Policy, pp. 98-99. 

（
48
）　W

alt, 

“The Renaissance,

” pp. 215-216.

（
49
）　Gray, Strategic Studies, p. 16. 

ア
ベ
ラ
『
ラ
ン
ド
』
二
六
二
―
二
六
四
頁
。

（
50
）　Betts, 
“Strategic Studies,

” p. 16; Ethan B. K
apstein, 

“Tw
o D

ism
al Sciences A

re Better T
han O

ne—
Econom

ics 
and the Study of N

ational Security,

” IS, 27-3 (W
inter 2003/04), pp. 158-187.

（
51
）　N

ye and Lynn-Jones, 

“International Security Studies,

” p. 10; W
alt 

“The Renaissance,

” p. 216. 

先
駆
的
業
績
と
し
て

は
次
の
も
の
が
あ
る
。Graham

 T
. A

llison, 

“Conceptual M
odels and the Cuban M

issile Crisis,

” The A
m

erican Political 
Science R

eview
, 63-3 (Septem

ber 1969), pp. 689-718; Robert Jervis, 

“Hypotheses on M
isperception,

” W
orld Politics, 

20-3 (A
pril 1968), pp. 454-479.

（
52
）　N

ye and Lynn-Jones, 
“International Security Studies,

” p. 6.

（
53
）　A

rnold W
olfers, D

iscord and Collaboration: E
ssays on International Politics (Johns H

opkins U
niversity Press, 

1962), p. 150.

（
54
）　

モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
『
国
際
政
治
―
権
力
と
平
和
』
現
代
平
和
研
究
会
訳
、
新
装
版
、
福
村
出
版
、
一
九
九
八
年 [H

ans J. 
M

orgenthau, Politics am
ong N

ations: T
he Struggle for Pow

er and Peace, 5th ed., rev. (N
ew

 Y
ork: K

nopf, 1978)]

、
五

七
〇
頁
。
ウ
ォ
ル
フ
ァ
ー
ズ
は
、
国
家
安
全
保
障
に
基
づ
い
て
外
交
政
策
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
の
規
範
的
な
勧
告
が
便
宜
的
に
も
道
義

的
に
も
曖
昧
か
つ
紛
ら
わ
し
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。W

olfers, D
iscord and Collaboration, ch. 10.

（
55
）　N

ye and Lynn-Jones, 

“International Security Studies,

” p. 7; Craw
ford, 

“Once and Future Security Studies,

” p. 
287.

（
56
）　Baldw

in, 

“Security Studies,

” p. 125.

（
57
）　

同
様
に
、
国
家
安
全
保
障
問
題
や
国
際
安
全
保
障
研
究
は
、
軍
事
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
、
お
よ
び
軍
備
管
理
を
扱
う
防
衛
問
題
ま

た
は
防
衛
研
究
よ
り
も
広
い
領
域
で
あ
る
。Sm

oke, 

“National Security A
ffairs,

” p. 251; N
ye and Lynn-Jones, 

“International 
Security Studies,

” p. 7.
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（
58
）　

戦
車
の
運
用
法
な
ど
を
扱
う
軍
事
科
学
（m

ilitary science

）
は
、
一
般
的
に
国
家
・
国
際
安
全
保
障
研
究
に
は
含
ま
れ
な
い
と

み
な
さ
れ
て
い
る
。Sm

oke, 

“National Security A
ffairs,

” p. 251; N
ye and Lynn-Jones, 

“International Security Studies,

” 
p. 7. 

「
技
術
、
組
織
、
お
よ
び
戦
術
を
組
み
合
わ
せ
て
戦
闘
に
勝
利
す
る
た
め
の
方
法
」
な
ど
と
定
義
さ
れ
る
軍
事
科
学
は
、
主
に
軍
事

組
織
内
で
研
究
さ
れ
て
お
り
、
学
問
分
野
の
一
部
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。Betts, 

“Strategic Studies,

” pp. 9, 23. 
（
59
）　Sm

oke, 

“National Security A
ffairs,

” pp. 251, 290; W
æ

ver, 

“Tow
ards a Political Sociology,

” p. 653. 

国
家
安
全
保
障

問
題
に
関
す
る
ス
モ
ー
ク
の
論
考
（
一
九
七
五
年
）
は
、『
政
治
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
に
納
め
ら
れ
た
。
な
お
、
ナ
イ
と
リ
ン
・
ジ
ョ
ン

ズ
は
、「
主
権
国
家
間
の
政
治
的
紛
争
が
国
際
安
全
保
障
に
お
け
る
多
く
の
重
要
な
問
題
の
解
決
の
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

戦
争
と
平
和
の
問
題
に
関
係
し
て
い
る
学
問
分
野
の
中
で
も
、
政
治
学
が
中
心
的
な
位
置
を
占
め
続
け
る
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

N
ye and Lynn-Jones, 

“International Security Studies,

” p. 6, fn. 1.

（
60
）　Ibid., fn. 33; W

alt, 
“The Renaissance,

” pp. 212; Baldw
in, 

“Security Studies,

” p. 118. 

冷
戦
時
代
の
戦
略
研
究
や
国
家
安

全
保
障
問
題
で
も
同
様
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。Bull, 

“Strategic Studies,

” p. 596; Sm
oke, 

“National Security A
ffairs,

” pp. 
275; Gray, Strategic Studies, p. 13; W

alt, 

“The Renaissance,

” p. 214. 

（
61
）　Betts, 

“Strategic Studies,
” p. 24; W

æ
ver, 

“Tow
ards a Political Sociology,

” p. 654.

（
62
）　W

alt, 

“The Renaissance,

” pp. 217-219. 

（
63
）　

類
似
の
議
論
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
。Betts, 

“Strategic Studies,

” pp. 17-19.

（
64
）　

ナ
イ
と
リ
ン
・
ジ
ョ
ン
ズ
は
、
過
去
一
〇
年
の
「
期
待
で
き
る
最
近
の
発
展
」
と
し
て
、
抑
止
理
論
、
心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
倫

理
問
題
、
歴
史
、
協
力
に
関
す
る
レ
ジ
ー
ム
理
論
、
お
よ
び
国
際
関
係
理
論
を
挙
げ
て
い
る
。N

ye and Lynn-Jones, 

“International 
Security Studies,

” pp. 15-20.

（
65
）　

ジ
ョ
ー
ジ
ら
が
七
〇
年
代
に
提
唱
し
た
体
系
的
重
点
比
較
の
方
法
が
事
例
研
究
の
質
的
改
善
を
行
う
の
に
貢
献
し
た
。
ア
レ
キ
サ
ン

ダ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ
、
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
『
社
会
科
学
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
―
理
論
形
成
の
た
め
の
定
性
的
手
法
』
泉
川
泰
博

訳
、
勁
草
書
房
、
二
〇
一
三
年 [A

lexander L. George and A
ndrew

 Bennett, Case Studies and T
heory D

evelopm
ent in 

the Social Sciences (M
IT

 Press, 2005)]

、
第
Ⅱ
部
。
本
書
は
、『
Ｉ
Ｓ
』
と
同
じ
く
、
ベ
ル
フ
ァ
ー
科
学
・
国
際
問
題
研
究
所
に
よ

り
出
版
さ
れ
て
い
る
。
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（
66
）　

合
理
的
抑
止
理
論
へ
の
批
判
と
し
て
は
た
と
え
ば
次
の
文
献
を
参
照
。A

lexander L. George and Richard Sm
oke, 

D
eterrence in A

m
erican Foreign Policy: T

heory and Practice (Colum
bia U

niversity Press, 1974).
（
67
）　

ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
の
代
表
的
な
文
献
と
し
て
は
次
を
参
照
。
ケ
ネ
ス
・
ウ
ォ
ル
ツ
『
国
際
政
治
の
理
論
』
河
野
勝
、
岡
垣
知
子
訳
、

勁
草
書
房
、
二
〇
一
〇
年 [K

enneth N
. W

altz, T
heory of International Politics (N

ew
 Y

ork: M
cGraw

-H
ill, 1979)]

。
本
書
は
、

ア
ナ
ー
キ
ー
な
国
際
構
造
に
位
置
す
る
国
家
に
と
っ
て
「
安
全
保
障
が
最
高
次
の
目
標
で
あ
る
」
と
明
確
に
仮
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
安

全
保
障
研
究
と
の
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
同
右
、
一
六
七
頁
。

（
68
）　W

alt, 

“The Renaissance,

” pp. 216-217, 220-222.

（
69
）　Ibid., p. 219.

（
70
）　N

ye and Lynn-Jones, 

“International Security Studies,

” p. 21. 

一
九
八
七
年
二
月
に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ベ
ル
フ
ァ
ー
科

学
・
国
際
問
題
研
究
所
で
「
国
際
安
全
保
障
研
究
の
過
去
、
現
在
、
お
よ
び
将
来
」
と
い
う
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
会
議
に
関
す
る

報
告
書
の
中
で
、
当
時
、
同
研
究
所
に
お
い
て
『
Ｉ
Ｓ
』
編
集
委
員
会
の
委
員
長
で
あ
っ
た
ナ
イ
と
編
集
幹
事
で
あ
っ
た
リ
ン
・
ジ
ョ
ン

ズ
は
、「
そ
の
研
究
領
域
の
決
定
的
な
知
性
史
は
未
だ
書
か
れ
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。Ibid., p. 8.

（
71
）　H

elga H
aftendorn, 

“The Security Puzzle: T
heory-Building and D

iscipline-Building in International Security,

” 
International Studies Q

uarterly, 35-1 (M
arch 1991), p. 15. 

（
72
）　

た
と
え
ば
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
、
安
全
保
障
研
究
を
下
位
領
域
と
し
て
は
廃
止
し
て
国
際
政
治
・
外
交
政
策
論
へ
再
統
合
す
べ
き

と
主
張
し
た
。Baldw

in, 

“Security Studies.

”

（
73
）　Craw

ford, 

“Once and Future Security Studies,
” p. 309; Edw

ard K
olodziej, 

“Renaissance in Security Studies? 
Caveat Lector!

” International Studies Q
uarterly, 36-4 (D

ecem
ber 1992), pp. 421-438; K

eith K
rause and M

ichael 
W

illiam
s, 

“Broadening the A
genda of Security Studies,

” Mershon International Studies R
eview

, 40-2 (O
ctober 1996), 

pp. 229-254. 

（
74
）　

非
伝
統
的
な
安
全
保
障
研
究
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
。Peter Burgess, ed., T

he R
outledge H

andbook of N
ew

 
Security Studies (London: Routledge, 2010); A

lan Collins ed., Contem
porary Security Studies, 2nd ed. (O

xford 
U

niversity Press, 2010).
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（
75
）　

初
期
の
著
作
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。T

erry T
erriff et al., Security Studies T

oday (Cam
bridge: Polity Press, 

1999); Steve Sm
ith, 

“The Increasing Insecurity of Security Studies: Conceptualizing Security in the Last T
w

enty 
Y

ears,

” Stuart Croft and T
erry T

erriff, eds., Critical R
eflections on Security and Change (London: Frank Cass, 

2000), pp. 72-101.
（
76
）　W

alt 

“The Renaissance,

” p. 212, fn. 3.

（
77
）　Ibid., p. 223. 

国
際
関
係
論
に
お
け
る
実
証
主
義
と
ポ
ス
ト
実
証
主
義
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
。Steve Sm

ith, K
en 

Booth, and M
arysia Zalew

ski, eds., International T
heory: Positivism

 and Beyond (Cam
bridge U

niversity Press, 
1996).

（
78
）　W

alt 

“The Renaissance,

” p. 223.

（
79
）　Ibid., pp. 223, 224, 229. 

な
お
、
ウ
ォ
ル
ト
以
外
に
も
、
国
際
安
全
保
障
研
究
に
平
和
研
究
を
取
り
込
む
べ
き
だ
と
主
張
す
る
研

究
者
が
い
た
。H

aftendorn, 
“The Security Puzzle,

” p. 15; Craw
ford, 

“Once and Future Security Studies,

” p. 304.

（
80
）　J. D

avid Singer, 

“An A
ssessm

ent of Peace Research,

” p. 134, IS, 1-1 (Sum
m

er 1976), pp. 118-137. 

臼
井
久
和
「
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
平
和
研
究
」
一
〇
三
、
一
〇
六
頁
、『
国
際
政
治
』
第
五
四
号
、
一
九
七
六
年
五
月
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
平
和
研
究

に
つ
い
て
は
次
の
文
献
も
参
照
。
山
川
雄
巳
『
ア
メ
リ
カ
政
治
学
研
究
』
世
界
思
想
社
、
一
九
七
七
年
、
第
四
章
（
初
出
は
『
平
和
研

究
』 

第
一
号
、
一
九
七
六
年
三
月
）。

（
81
）　

臼
井
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
平
和
研
究
」
一
〇
九
頁
。

（
82
）　

山
川
『
ア
メ
リ
カ
政
治
学
研
究
』
一
八
五
頁
。Bruce M

. Russett and M
arguerite K

ram
er, 

“New
 Editors for an ʻO

ldʼ 
Journal,

” p. 4, T
he Journal of Conflict R

esolution, 17-1 (M
arch 1973), pp. 3-6. 

こ
の
時
期
に
開
発
さ
れ
た
数
量
的
デ
ー
タ
と

し
て
は
、
ミ
シ
ガ
ン
大
学
で
の
シ
ン
ガ
ー
（J. D

avid Singer
）
の
「
戦
争
の
相
関
事
項
（Correlates of W

ar: CO
W

）
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
有
名
で
あ
る
。
山
川
『
ア
メ
リ
カ
政
治
学
研
究
』
一
九
五
―
一
九
六
頁
。

（
83
）　Stephen M

artin W
alt, 

“Curriculum
 V

itae,

” http://ksgfaculty.harvard.edu/faculty/cv/StephenW
alt.pdf, accessed 

on M
ay 2, 2013.

（
84
）　Buzan and H

ansen, T
he E

volution, p. 223.



23

アメリカにおける国際安全保障研究の進展（上）

（
85
）　

次
の
文
献
は
、
一
九
九
七
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
冷
戦
終
結
後
の
安
全
保
障
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
は
一
段
落
し
か
割
い
て
い

な
い
。Betts, 

“Strategic Studies,

” p. 21.


